	順序並びに質問者
	質　　問　　事　　項

	１．髙野　　正　
	１．津波で大半の避難所が浸水するのか？
○避難生活をどこで、どのようにするのか？

◯海に流された住民の対応はどのようにお考えか？

○近隣市町との連携、協定はどこまで進んでいるのか？
２．地方創生に特化した派遣事業とは？
　◯派遣とは、どういうことを派遣というのか？

　

	２．谷　　重幸
	1． こども医療費助成
　◯今後、どのように考えていかれるのか。
２．美浜町の産業 

　◯煙樹ヶ浜における地曳網操業と自衛隊訓練との共存、また、第２次産業を含めた我が町の産業との共存についてどのようにお考えか。
３．煙樹ヶ浜海岸保全対策（浜ノ瀬地先海岸）
　○基礎検討業務が完了に向かう中、今後、どのように話を進められるお考えか。



	３．碓井　啓介
	１． 上水道料金について

○水道料金の広域化について、町の考えは
○上水道施設の老朽化に伴う、今後の水道事業の方向性は
２．和田地区の雨水処理について 

　○和田地区の松林内に在る雨水処理施設（浸透処理用の穴及び水路）の今後


	４．谷口　　徹 
	１．当町における地方創生の取り組みについて 

　○働く場所の確保必要か。
　○観光資源の開発は必要か。
　○人が住み良い居住空間を目指しては。
　○地域間連携の取り組みについて。
2． 煙樹ヶ浜松林の今後の方向性について



	順序並びに質問者
	質　　問　　事　　項
	備　考

	５．北村　龍二
	1． ふるさと納税制度への取り組みについて
　◯ふるさと納税の現状は？
　○ふるさと納税のアップを図る方法は？
○ふるさと納税の広報に、もっとホームページの活用をしては？
○ふるさと納税を通しての「地方創生」

	

	６．中西満寿美
	１．日ノ岬を町づくりに活かさないのか
　◯民間業者とどんな話をしたのか。民間業者が事業を再開する見通しはあるか
　○カナダ移民資料館に所蔵されている資料等が民間業者の所有になった経緯
　○来年クヌッセン機関長殉難６０周年記念祭の準備の進捗状況
　○日ノ岬を買いとることは考えないか
２. 熊本地震の教訓をいかした防災対策を
　○家具転倒防止の進捗状況
　○耐震シェルター、耐震ベッドの補助制度を新設する考えは
　○避難所について
　・周辺自治体と災害時相互援助協定を結ばないのか
　・トイレの確保
　・福祉避難所４ヶ所とは。運営マニュアルの作成は
　○自主防災組織を活発するため町としての取り組みは
３．支援・補助事業を一括してパンフレットの発行を


	

	７．田渕　勝平
	１．町長の行政報告会の今後は
　○従来の開催方式を変更する必要がどのようなところにあったのか。
　○「より良い開催方式を検討したい」とのことですが、町長がイメージするより良い開催方式とはどのようなものを考えておられるのか。
　○今年報告会の開催は「するのか？」「しないのか？」
２．生涯学習
　○町長は生涯学習を防災企画課に置かないとのこと。進められるものではないものをその課に置いてどの様に推進していくのか。
　○生涯学習推進本部での内容は「お話出張講座」のみだと聞いた。そのような取り組みで、生涯学習の目標が達成できると考えているのか。
　○今年はどのような内容の協議が行なわれたのか
　○お話出張講座で今後、どのような活動を行ない、どのようにゴールを目指すのか。
３．美浜町行政改革実施計画について
　○行政改革の結果公開の必要性についてどのように考えているのか。
　○平成２７年度の決算を待たなければならない項目は何か。またなぜ決算を待たなければならないのか。
　○何時公開できるのか。
　○今後も変更があってもホームページで公開すれば議会に報告の必要はないと考えるのか。

	


